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市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、

全
国
や
東
京
都
に
よ
る
調
査
の
ほ

か
、
市
独
自
の
調
査
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
号
で
は
、
令
和
元
年

度
東
京
都
「
児
童
・
生
徒
の
学
力

向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
」
結
果

か
ら
、
定
着
が
不
十
分
な
（
平
均

正
答
率
が
低
い
）問
題
を
中
心
に
、

本
市
の
課
題
を
探
り
ま
す
。
先
ず

は
、
正
答
率
が
低
か
っ
た
小
・
中

学
生
の
問
題
の
う
ち
の
幾
つ
か
を

取
り
上
げ
ま
す
。

◆　
　
　
　

◆

　

東
京
都
と
市
の
平
均
正
答
率

は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

教
科
全
体
で
、
小
・
中
学
校
の

い
ず
れ
も
東
京
都
の
平
均
を
下
回

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果

は
、
昨
年
の　

月
に
開
催
し
た
教

１０

育
委
員
会
定
例
会
で
報
告
し
ま
し

た
。《新

学
習
指
導
要
領
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
授
業

改
善
を
》

　

調
査
結
果
は
解
答
だ
け
で
は
な

く
、
教
員
が
日
常
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
聞
い

た
設
問
や
、
児
童
・
生
徒
が
授
業

等
に
つ
い
て
答
え
る
、「
質
問
紙

調
査
」（
意
識
調
査
）が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
調
査
結
果
も
、
各
学
校

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
校
へ
の
設
問
の
う
ち
、

「
授
業
の
中
で
目
標
を
児
童
・
生

徒
に
示
す
活
動
を
計
画
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
」「
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

を
引
き
出
し
た
り
、
思
考
を
深
め

た
り
す
る
よ
う
な
発
問
や
指
導
を

し
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
昨
年
に

比
べ
、
か
な
り
ポ
イ
ン
ト
が
伸
び

て
い
ま
す
。「
授
業
の
最
後
に
学

習
し
た
こ
と
を
振
り
返
る
活
動
を

計
画
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
中
学
校
で
は
「
よ
く

取
り
入
れ
て
い
る
」
が
、
東
京
都

全
体
平
均
の
倍
以
上
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　

教
育
委
員
か
ら
も
「
授
業
の
振

り
返
り
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る

自
負
は
、
教
員
に
大
い
に
も
っ
て

も
ら
い
た
い
。
す
ぐ
に
学
力
ア
ッ

プ
に
結
び
つ
か
な
く
て
も
、
自
信

を
も
っ
て
指
導
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
勉
強
す
る
の
が
楽
し
い
と
思

え
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
背

中
を
押
し
て
ほ
し
い
」「
学
校
と
児

童
・
生
徒
の
質
問
紙
調
査
を
比
較

し
て
、
授
業
の
進
め
方
等
で
意
識

の
違
い
が
大
き
い
と
こ
ろ
は
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
知
識
及
び
技
能

の
確
実
な
定
着
や
一
層
の
伸
長
を

図
る
た
め
、
自
分
で
授
業
の
目
標

を
自
覚
し
て
取
り
組
む
学
習
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
と

学
校
は
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
令

和
元
年
４
月　

日
に
実
施
し
た

１８

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

の
結
果
の
中
か
ら
、
市
全
体
の

「
正
答
数
分
布
」「
平
均
正
答
率
」

「
平
均
正
答
率
未
満
の
児
童
・
生

徒
の
割
合
」「
学
力
の
伸
び
率
」「
現

状
・
課
題
」
な
ど
に
つ
い
て
公
表

し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
指
導
室
☎
４
７
０
・

７
７
８
１
へ
。

 　

夏
の
暑
さ
が
続
き
、
木
陰
が
う

れ
し
い
９
月
初
旬
。
市
立
西
中
学

校
美
術
部
の
生
徒
た
ち
が
昨
年
の

５
月
か
ら
構
想
を
始
め
、
そ
の
後

約
半
年
間
、
放
課
後
や
休
日
を
利

用
し
て
、「
は
く
さ
ん
公
園
」
内
の

公
衆
ト
イ
レ
の
外
壁
を
塗
り
直
す

作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
い

よ
い
よ
こ
の
日
が
正
式
な
お
披
露

目
と
な
り
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　

市
の
環
境
政
策
課
等
と
の
共
同

事
業
で
、〝
水
と
緑
の
東
久
留
米
〟

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
水
し
ぶ
き
を

上
げ
て
流
れ
る
川
と
、
そ
の
中
を

漂
う
葉
っ
ぱ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
、
議
長
、
教
育
委
員
、
先

生
方
が
完
成
を
見
守
る
中
、「
光

生
徒
が
描
い
た
、

公
園
内
ト
イ
レ

の
輝
く
外
壁

１
3 33333333333333333

っ
て
見
え
た
の
で
何
だ
ろ
う
と
思

っ
て
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
き
れ
い

に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
で
す

ね
」
と
、
通
り
が
か
っ
た
方
々
も

足
を
止
め
、
汗
を
か
き
な
が
ら
黙

々
と
作
業
す
る
生
徒
の
ペ
ン
キ
塗

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 　
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
学
び
を
支
え
る
市

の
施
設
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
当

２２

時
の
公
民
館
に
指
定
管
理
者
を
導

入
し
、
生
涯
学
習
施
策
の
推
進
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
指
定

管
理
者
の
指
定
期
間
が
令
和
２
年

３
月　

日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

３１

令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
指
定
管
理
者
を
決
め
る

議
案
が
、
令
和
元
年
第
４
回
市
議

会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
者
は
、「
Ｊ
Ｎ
共
同
事
業

体
（
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
（
代
表
団

体
）・
野
村
不
動
産
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

株
式
会
社
（
構
成
団
体
）」
で
す
。

　

市
か
ら
生
涯
学
習
事
業
の
委
託

を
受
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
文

化
協
会
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

事
業
の
充
実
を
図
り
、
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
及
び
市
民

の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
来
館
で
き
る

施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎
４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管

理
者
決
ま
る

２
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【算数】次の　　の部分の面積を求めましょう。

【社会】武士の政治への進出の流れについて、次の図にまとめました。
図のＡ～Ｄにはア～エのいずれかが当てはまります。Ｂに当てはまる
ものとして最も適切なものを一つ選び記号で答えなさい。

　全体から部分を引く際、
「10×25－10×1－1×25＝
215」と考え、重なってい
る部分を２回引いてしまっ
た誤答が多く見られます。

I have a dog. Her name is koko. She is very big, but 
she (　) eat very much.
ア doesn't　イ isn't　ウ don't　エ aren't

【英語】英語の授業でスピーチをしている場面です。

【数学】２÷（－６）÷３を計算しなさい。

《この問題の正答率は…》都：20.5％　市：16.0％

《この問題の正答率は…》　都：53.2％　市：38.9％

《この問題の正答率は…》都：40.1％　市：31.5％

《この問題の正答率は…》
　　　都：42.3％　市：31.5％

ジックリ解いてね。回答は４面にあります。

※編集の都合で設問のレイアウトを変えています。

学
校
の
勉
強
は
、

「
地
味
」
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
将
来

に
つ
な
が
つ
て
い

ま
す
。

仕
事
も
勉
強
も

コ
ツ
コ
ツ
が
一
番

で
さ
ぁ
！

学
力
向
上
に
近
道

は
な
い
の
で
す
よ
。

小学校

中学校

ア　保元の乱
イ　壇ノ浦の戦い
ウ　平将門の乱
エ　院政の開始

《武士の政治への進出の流れ》

A B C D

特に、今回の設問のような、
正負の数の除法と等式を変
形して解くことに課題が見
られます。

do, does の用法の理解に
課題が見られます。

　
「
鎌
倉
時
代
の
政
治
体
制
を

他
の
時
代
と
比
較
し
た
り
関
連

付
け
て
捉
え
る
と
い
う
、「
社

会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・

理
解
」に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

T
O
P
I
C
S

（
写
真
１
）。
こ
の
１
年
間
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
で
計
画
し
た
行
事

は
、
ど
れ
も
良
い
交
流
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
に
は
大
勢
の

児
童
が
、
各
ク
ラ
ス
に
入
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
同
じ
下
里
地
域

で
、
幼
稚
園
や
保
育
園
時
代
を
過

ご
し
た
友
達
も
い
て
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
児
童
も
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

不
安
な
く
、
明
る
く
楽
し
く
、

ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
、
新
年

度
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員

一
同
、
準
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。（
市
立
第
七
小
学
校　

教

務
主
任
主
幹
教
諭　

菅
原　
康
人
）

に
は
下
里
小
学
校
に
行
き
、
交
流

を
行
い
ま
し
た
。
下
里
小
学
校
の

児
童
は
、
本
校
の
児
童
数
の
多
さ

に
驚
い
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

仲
良
く
打
ち
解
け
合
っ
て
、
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
鬼
ご
っ

こ
」「
猛
獣
狩
り
に
行
こ
う
」な
ど
、

校
庭
い
っ
ぱ
い
を
使
っ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、　
１２

月
に
は
、
今
度
は
下
里
小
学
校
の

１
・
２
年
生
が
本
校
に
来
ま
し
た
。

お
正
月
に
行
う
昔
遊
び
の
交
流
を

行
い
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た

（
１
面
か
ら
続
く
）

東京都「児童・生徒の学力向上を図る
ための調査」結果をお知らせします

令和元年度

表１　国語、社会、算数・数学、理科、社会の平均正答率

英語理科算数・数学社会国語教科

５２.９（５６.６）５４.８（６０.０）６１.８（６６.３）６５.３（６７.０）小学校
５３.９（５７.５）４８.８（４９.５）５１.８（５４.５）４７.５（５１.８）７０.３（７１.９）中学校

※カッコ内は都の平均正答率

《実施概要》
日時…令和元年７月４日　対象…小学校５年生及び中学校２年生
教科…国語、社会、算数・数学、理科、英語（中学校）

写真１

写真４

　下里小学校との統合に向けて、
第十小学校では「本校のよさを十
分にいかしながらも、下里小学校

のよさを取り入れて融合しながら高め合うことができるようにす
る」という校長の方針の下、さまざまな交流活動を進めてきました。
　４月には、下里小学校の３・４・５年生、第十小学校の３・４年
生による合同遠足を行いました。オリエンテーリングや学年遊びな
ど両校の交流ができるように活動内容を工夫し、子どもたちからは
「仲良くなれてうれしかった」という感想が聞かれました。５月に
は、３年生が「町たんけん」の発表会を行いました。第十小学校の子どもたちが下里小学校へ行き、お互
いの学習内容を発表し合うことで、遠足に続く交流ができました。９月には４年生が柳泉園の見学に行き
一緒の場で学ぶことで、お互いをさらに身近に感じることができました。１０月には、第十小学校の伝統的
な児童会活動である「竹の子まつり」に下里小学校の全児童を招待し、下里小の子どもたちには「竹とん
ぼ作り」に挑戦してもらいました。下里小の子どもたちの「一緒に楽しみたい」という思いと、第十小の
子どもたちの「自分たちのおまつりを楽しんでもらいたい」という気持ちが通じ合う交流ができました
（写真２）。さらに、１・２年生が合同遠足を行いました。バスの中、公園での遊びや昼食の時間など、
一日の交流の中で打ち解け合う子どもたちの姿が見られました。１２月には、５年生が合同社会科見学を行

いました。両校の児童を三つのグループに分けて、そのグループで
一日行動することで、声をかけ合い、協力し合う姿が見られました。
１月には、第十小学校の展覧会で、下里小学校の子どもたちの作品
を展示しました（写真３）。二つの学校で一つの展覧会場を創り上げ
ることで、統合に向けた交流活動を締めくくることができました。
　このようなさまざまな交流活動を通して教職員が感じたことは、
「子どもたちの柔軟性」です。初めのころは互いに遠慮がちだった
様子の子どもたちも、時間が経つにつれて打ち解けて笑顔になって
いきました。この子どもたちの柔らかい心があれば、二つの学校が
一緒になることも上手に受け入れてくれると思います。交流活動に

あたり、両校の保護者の皆様をはじめたくさんの方々にご協力いただいたことを感謝します。（市立第十
小学校　統合準備主任主幹教諭　高木　潤子）

写真２竹の子祭竹の子祭りり

第十小学校の取り組み第十小学校の取り組み第十小学校の取り組み

↑希望の種プロジェクト（展覧会）

写真３


